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今回の「語るカフェ」は、テーブルごとにテーマを決め、参加者のみなさんに、興味のあるテーブルに座っていただ

き、そのグループで意見交流をしていただきます！！ テーマは、第１回で出されたことをベースにしています。 

        

「ぎょそん戦隊」誕生秘話もお届けいたします・・・♪🎵 

みなさん、ぜひ足をお運びください♪お待ちしております(≧▽≦) 
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✿小学校✿  

2(金)修学旅行説明会 19：30～          

21(水)22(木)修学旅行 

28(火)久美浜学園公開授業 

✿こども園✿ 

7.8(火・水)久美浜中学校体験学習 

10(土)保護者会環境整備 ※予備日 17(土) 

16(金)誕生会/参観・懇談会（0.1.2歳児） 

30(金)布団持ち帰り 

✿ととっこひろば✿ 

28(水)ぎょそんセンター  9：30～  

✿いきいきサロン✿ 

２2(木)ぎょそんセンター 13：30～ 

✿区長会・自治会✿ 

9（金）幹事会・区長会 19：30～ 

10/2（日）第２回 湊地区の未来を語るカフェ（予定） 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期となる

場合があります。 
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その⑧

    ～音読で脳を活性化させ、喉も鍛えましょう～ 
小学校低学年の頃に、声を出して本を読む「音読」を皆さんも経験

されたと思います。今は「黙読」が日常で、声を出して雑誌や新聞を

読む方は少ないでしょう。でも「音読」が認知症予防に繋がるなら、も

う一度、チャレンジしてみませんか。 

脳の働きは、使わないと衰えていきます。脳に適度な刺激を与え

て働きをよくすることが出来るのが「音読」です。なにより手軽で自宅

で、一人で簡単に始められます。 

◆ 血流量が増えて脳が活性化 

「活字を読む」 「声を出す」 「自分の声を耳から聞く」この複雑な動

作を脳が処理するときに、脳の前頭前野が活性化する。 

※脳の前頭前野とは、記憶、学習、他者とのコミュニケーション、思

考、感情などをつかさどる。 

◆ 口腔内も鍛えられる 

口を動かさないと、物を噛んだり、飲み込んだりする力が低下する。 

「むせる」、「せき込む」などの喉の老化を防げる。 

唇や舌を動かすことで口腔機能が改善して、誤嚥性肺炎を防げる。 

◆ 音読のポイント 

・出来るだけ早く読む 

・読む内容は何でもよい 

・毎日継続して読む 

・間違っても気にしない 

まず毎日、数分、新聞で試してみましょう。 
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